
する必要があります。

ハローワーク
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最上段には休業を開始した日の直前の賃金締切

日の翌日から、休業を開始した日の前日までの

期間を記入し、以下順次さかのぼって賃金締切

日の翌日から賃金締切日までの期間を 2年間記

入しますが、完全月で⑩欄の基礎日数が 11 日

以上ある賃金支払対象期間を直近（産前休暇が

含まれる期間前）より 6段以上記入があれば以

下は記入を省略できます。
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・「基礎日数」とは、⑧欄の場合は⑦欄の、⑩欄の

　場合は⑨欄の期間において賃金支払の対象となっ

　た日数のことです。

　日数の数え方は賃金形態によって異なります。

❶１日や１時間あたりの単価が決まっていて、就労

　した日数や時間に応じて賃金が支払われる、いわ

　ゆる「日給制」や「時間給制」の場合、賃金額は

　Ⓑ欄に記入します。

　　　　⬇
　各期間の出勤日数（有給休暇も含みます）を記載

　します

❷１か月の賃金が決まっていて、欠勤しても減額が

　行われない、いわゆる「完全月給制」の場合、賃

　金額はⒶ欄に記入します。

　　　　⬇
　各期間の暦日数（30、31等）を記載します

❸１か月の賃金が決まっていて、欠勤すると欠勤数

　に応じて減額が行われる等、いわゆる「日給月給

　制」の場合、賃金額はⒶ欄に記入します。１日あ

　たりの減額の額の算定の方法の例は以下のように

　なります。

　❸−１　欠勤１日について、

　「基本給」×
暦日数（30または31日）

を減額する場合

　　　　⇩
　　各期間の暦日数（30、31日等）−欠勤日数を記

　　載します。（⑧⑩欄）

　❸−２　欠勤１日について、

　「基本給」×
各月又は１か月あたりの所定労働日数

を減額する場合

　　　　⇩
　　各月又は１か月あたりの所定労働日数−欠勤日数

　　を記載します。（⑧⑩欄）

※上の例以外の賃金形態の場合は、ハローワークの窓

　口までおたずねください。

⑧、⑩、⑪欄の記載について

１

１

31

31
31

31

31
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３１

３１

３１

３２

３２
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３１
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ウエキ　カズコ

熊本

0

0

4301－112233－5

200401 311104 320104－320203

4900－000111－0 0

320204－320303

32 3 10
熊本市中央区花畑5−52
株式会社 安定組

代表取締役 安定太郎

植木　和子
32 3 10

3 2 0 1 0 4 0 2 0 3 0

3 2 0 2 0 4 0 3 0 3 0

4、8、12「支給単位期間」

・それぞれの支給対象期間の初日及び末日を記入し

てください。

16「職場復帰年月日」

・「育児休業給付金支給決定通知書」にある「支給期

間末日」前に育児休業を終了して職場に復帰した

場合は、その復帰した日を記入してください。

［注意事項］

育児休業受給資格確認のみを行った場合は、

この様式が、初回からの支給申請書となります。

5、9、13「就業日数」、

6、10、14「就業時間」

・4、8、12 欄に記載した支給対象期間において、就業した

日数、時間を記入してください。

7、11、15「支払われた賃金額」

・4、8、12 欄に記載した支給対象期間において、支払われ

た賃金（臨時の賃金、３か月を超える期間ごとに支払われ

る賃金を除く）の額を記入してください。なお、賃金に含

まれるか否か判断しかねるものについては、23、24 欄にそ

の額と名称を記入してください。

｢事業所名 (所在地、電話番号 )、事業主氏名」、「申請者氏名」

・被保険者本人が記名押印又は自筆による署名し記入内容

について事業主が証明してください。

｢備 考」（申請書裏面）

・下記の場合等については、必要事項を記入し、確認印等

を押印してください。

備考欄に、賃金締切日・支払日、通勤手当について記入し

てください。

・初回の支給申請において前３、４か月分の申請を行う場

合、３、４か月目となる支給対象期間、全日休業日数、

支給された賃金額を備考欄に記入してください。

・前事業所を離職し、１日の空白もなく再就職した場合等

は、備考欄に前事業所に係る賃金額を記入するとともに、

当該前事業主の証明印を押印してください。

・出向元、出向先双方から賃金の支払いがある場合は、合

計額を支給申請書に記入し、備考欄に被保険者資格を有

さない雇用関係に基づく賃金額を記入するとともに、当

該事業主の証明印を押印してください。

17

ハローワーク
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（10日を超える場

合にあっては、就業している時間が80時間）

ハローワーク
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131 

【参考様式】 

育児休業申出書

人事部長           殿 

［申出日］     年   月   日 

［申出者］   部 課 

氏 名                 

 私は、「育児・介護休業等に関する規則」第○条に基づき、下記のとおり育児休業の申出をしま

す。

記 

１ 休業に係る子の 

状況 

（１）氏名 

（２）生年月日   

（３）本人との続柄 

（４）養子の場合、縁組成立の年月日      年  月  日 

（５）（１）の子が、特別養子縁組の監

護期間中の子・養子縁組里親に委託さ

れている子・養育里親として委託され

た子の場合、その手続きが完了した年

月日 

     年  月  日

２ １の子が生まれてい

ない場合の出産予定者

の状況 

（１）氏名 

（２）出産予定日 

（３）本人との続柄

３ 休業の期間   年  月  日から   年  月  日まで 

   （職場復帰予定日 平成  年  月   日）

４ 申出に係る状況 
（１）１歳までの育児休業の場合は休業開

始予定日の１か月前、１歳を超えての休業

の場合は２週間前に申し出て

いる・いない → 申出が遅れた理由 

〔                〕 

（２）１の子について育児休業の申出を撤

回したことが 
ない・ある → 再度申出の理由 

〔                〕 

（３）１の子について育児休業をしたこと

が 

 ※ １歳を超えての休業の場合は記入の

必要はありません 

ない・ある  

再度の休業の理由 

〔                〕 

（４）配偶者も育児休業をしており、規則

第 条第 項に基づき１歳を超えて休業し

ようとする場合 

配偶者の休業開始（予定）日 

  年  月  日 

（５）（４）以外で１歳を超えての休業の申

出の場合
休業が必要な理由

〔                〕

（６）１歳を超えての育児休業の申出の場

合で申出者が育児休業中でない場合 
配偶者が休業 している・していない 
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